
第４回常任理事会 

日時 平成２２年８月２６日（木） １９時～ 

場所 宮臨技事務所 

参加 津曲  日高  守田  山下  日高（孝）  花牟禮  坂梨  松尾 

   中村  壹岐  山本  奥野 

議事録 奥野 

 

次第 

１． 開会 

２． 第３回常任理事会議事録確認（メール配信） 《承認》 

３． 報告事項（メール配信） 

１） 会長 

（１） 全国会長・代議員会議報告 （別紙参照） 

（２） 「みやざき健康ふくしまつり２０１０」委託業者選考会出席報告（別紙参照） 

（３） 前回の九州学会関連ファイルや文書の所在について 

   既存するＦＤ２枚、前学会マニュアルを参考にしながら準備を進めていく 

   前学会各部長に連絡し、資料を揃えていくこととする 

２） 事務局 

（１） 第４５回九州医学検査学会抄録配布 

   賛助会員に配布するべきか、否かは大分学会事務局と相談する 

（２） HPV ワクチン署名活動依頼 

      会員 1 人当たり 10 名、役員 1 人当たり 40 名を目標に署名を集めていく 

（３） 厚生労働大臣表彰の推薦について 

   県に問い合わせたが締め切りが終了していた（2 週間程） 該当者無しとする 

   次年度に備えて準備を組織理事が担当していく 

３） 庶務 

（１） 会員の推移（別紙参照） 

（２） 会費入金状況 

    JAMTIS では、29 名の未入金 

    各施設連絡責任者未入金者は 8 名 

（３） 研究班活動（参加人数）報告（別紙参照） 

４） 会計 

（１） 通帳残高 （別紙参照） 

（２） 支出   （別紙参照） 

（３） 賛助会員収入（別紙参照）  

申込み資料を再度送付する（富士レビオ） 

来年度に向けて、賛助会員以外の理事にて再点検を行なうこととする（事務局担当） 

（４） 通帳の名義変更について 



   九州学会通帳については銀行に確認し新通帳を作成する（山本理事担当） 

５） 組織 

（１） 日臨技公益委託事業企画（資料参照）《承認》 

（２） みやざき健康ふくしまつり２０１０（資料参照）《承認》 

（３） 宮崎地区レクリエーション開催企画（資料参照）《承認》 

（４）地区理事と連絡が取れない地区がある（会長対応） 

６） 学術 

（１） 研究班報告（輸血）（別紙参照） 《承認》 

（２） 小児糖尿病宿泊講習会（別紙参照） 《承認》 

（３） 宮崎県医師会精度管理調査打ち合わせ会議（別紙参照） 

（４） 研究班活動年次企画書（輸血、一般、血液）（別紙参照） 

その他研究班については守田副会長が担当していく  《承認》 

   （５）日臨技検査データ標準化事業 （別紙参照）《書類提出後に承認予定》 

   （６）第 49 会宮崎県医学検査学会について（別紙参照）《承認》 

       

４． 審議事項 

１） 九州医学検査学会準備員の視察（大分）準備について（別紙参照） 

前回学会マニュアルを参考に視察 

２） 九州医学検査学会（宮崎）の会場（案）と開催日時（案）について 

学会会場：花牟禮理事に各会場の使用料等の調査依頼 

日時  ：平成 24 年 9～11 月で検討事項とする 

３） 九州医学検査学会（宮崎）実行委員会の立ち上げ時期について 

大分学会視察後に実行委員を招集することとする 

組織図を作成していく 

４） 県技師会年会費の口座引き落とし制の導入の是非について（別紙参照） 

九臨技各県の動向を調査することとする 

検討事項とする 

５） 宮崎地区の行事について《承認》 

・レクリエーション 

・みやざき健康ふくしまつり 

６） 会費未納者への対応について（庶務）（別紙参照） 《承認》 

今回は事務連絡とし、年度末に督促状を送付することとする 

７） 平成 22 年度宮崎県公衆衛生功労者表彰、第 39 回医療功労賞の候補者推薦について 

該当無し 

８） その他 

・県学会準備状況 

・県学会の教育講演の講師希望（宮崎大学付属病院 検査部 石黒隆一技師） 

講師：癌研有明病院臨床検査第Ⅰ部 八木靖ニ先生. 



（（仮演題））尿沈渣検査による 異型細胞検出の目的と臨床的有用性. 

  尿沈渣と尿細胞診の検査が豊富で、診療側と結びつきも強い 

  研修会などの講演も多い、執筆も多く、臨床検査技師である 

   《承認》 

 

５．次回理事会日程   9 月 24 日（金曜）19：00～ 医師会検査センター 

            九州学会準備委員との合同会議とする 


